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これまでの検討経緯② 2 

第５章 結び（今後の普及推進に向けて） 
･･･（略）･･･ 

  さらには、本懇談会において検討した事項に限らず、健康・医療・介護分野において、  
 最新のICT技術を積極的に活用して国民や医療・介護従事者に効果的かつ効率的な仕組 
 みを提供していくことが重要なのは言うまでもない。例えば、機械学習による人工知能 
 の開発は、ビッグデータをもとにした画像や心電図等の自動診断や鑑別診断・治療法  
 決定の支援などの分野においても今後その重要性が増すと予想される。これらについ 
 ても、ICT化による新たな価値創造・利便性向上やこれらの分野における産業競争力の 
 強化、海外展開を見据えて、今後検討を進めていくべきである。 
  そのため、今後とも、内閣官房健康・医療戦略室やIT総合戦略室等、政府の一体的な 
 取組を進めるとともに、総務省と厚生労働省とのより一層の連携の下、政策の整合性を  
 確保しながら、PHRプラットフォームを含めた効率的で質の高い医療・介護情報連携 
 ネットワークの在り方や健康・医療・介護分野におけるデータ活用の在り方等について 
 も引き続き検討を深めていくことを要望する。 

 懇談会報告書の結びにおいて、今後の検討事項として、人工知能の活用可能性について言及。 







（参考） 



手術動画について 

8K Super Hi vision (7680×4320）の画像は、 
         圧倒的な鮮やかさ、臨場感を実現している。 
         肉眼で視認できる以上の詳細を映し出す。 
内視鏡下手術、顕微鏡下手術の動画撮影に効果がある。 

データベース 
  ◎学生教育 
  ◎研修医教育 
  ◎専攻医教育 
 
リアルタイム 
  ○内視鏡手術   
  ▽遠隔手術 

（クラウド時代の医療ＩＣＴの在り方に関する懇談会（第４回）八坂氏プレゼンテーション資料より抜粋） 
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テレパソロジー診断精度向上のた
めには・・・・ 

画質の向上が必要！ 
 
  

 
精細な画像、モニター解像度向上に期待 

テレパソロジー診断では見えているのに
判断ができないという場合が多い 

（クラウド時代の医療ＩＣＴの在り方に関する懇談会（第４回）渡辺氏プレゼンテーション資料より抜粋） 
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